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5
月
17
日
、
新
日
鉄
と
ス
ズ
キ（
株
）

は
、日
本
初
の「
水
素
燃
料
電
池
ス
ク
ー

タ
ー
」の
実
証
走
行
試
験
を
開
始
し
た
。

福
岡
県・北
九
州
市
と
新
日
鉄
、
Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）、
岩

谷
産
業（
株
）が
共
同
で
立
ち
上
げ
た

「
北
九
州
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
、

新
日
鉄
八
幡
製
鉄
所
の
副
生
水
素
を

供
給
。
ス
ズ
キ
が
開
発
し
た
燃
料
電

池
ス
ク
ー
タ
ー
に
、
そ
の
水
素
を
充

て
ん
し
、（
株
）日
鉄
エ
レ
ッ
ク
ス
が

公
道
で
走
ら
せ
て
デ
ー
タ
を
集
め
る
。

開
始
式
に
出
席
し
た
三
村
明
夫
新

日
鉄
会
長
は「
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

電
力
不
足
問
題
で
、
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
散
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
は

明
ら
か
だ
。
製
鉄
所
で
発
生
す
る
水

素
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一
環
と

し
て
役
立
つ
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い
だ
」

と
述
べ
た
。

新
日
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
世
界

の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
17
社
が
参
画
し

て
い
る
ワ
ー
ル
ド
オ
ー
ト
ス
チ
ー

ル（
Ｗ
Ａ
Ｓ
）は
こ
の
ほ
ど
、
次
世

代
鋼
製
環
境
対
応
車（
Ｆ
Ｓ
Ｖ
）プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
２
０
１
５

年
〜
２
０
２
０
年
に
想
定
さ
れ
る

次
世
代
車
体
の
基
本
仕
様
を
選
定

し
た
フ
ェ
ー
ズ
1
に
続
き
、
フ
ェ
ー

ズ
２
で
車
体
の
詳
細
設
計
を
完
了

さ
せ
た
。
今
後
と
も
超
軽
量
車
体

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
自
動
車

の
環
境
へ
の
対
応

（
Ｃ
Ｏ
2

削
減
）、

安
全
性
向
上

に
鉄
鋼
材

料
を
通
じ

て
寄
与
し

て
い
く
。

新
日
鉄
は
、
5
月
19
〜
21
日
、
愛

媛
県
今
治
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
海

事
展「
バ
リ
シ
ッ
プ
２
０
１
１
」に
出

展
し
た
。
同
展
で
は
２
０
０
社
超
の

企
業
が
最
新
の
海
事
関
連
製
品
・
技

術
・
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
。
新
日
鉄
は

造
船
用
厚
鋼
板
な
ど
を
、
製
品
サ
ン

プ
ル
や
船
体
模
型
と
と
も
に
紹
介
。

ブ
ー
ス
に
は
造
船
関
連
企
業
や
今
治

市
民
が
1
千
人
超
来
場
し
賑
わ
っ
た
。

ま
た
、
併
催
さ
れ
た
国
際
会
議
で
、

三
村
明
夫
新
日
鉄
会
長
が
特
別
講
演

を
行
っ
た
。
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新
日
鉄
は
今
夏
の
電
力
需
給
逼

迫
に
対
し
て
、
製
造
部
門（
製
鉄
所

に
お
け
る
生
産
設
備
の
計
画
休
止
、

工
事
休
止
の
シ
フ
ト
や
省
電
力
に

資
す
る
操
業
設
計
）、
電
力
供
給（
共

同
火
力
発
電
所
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
な
ど
）の

両
面
か
ら
の
対
策
を
進
め
る
と
と

も
に
、
本
社
な
ど
に
お
い
て
も
オ

フ
ィ
ス
で
の
電
力
使
用
抑
制
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
空

調
稼
働
な
ど
に
よ
る
電
力
消
費
増

を
見
据
え
、
勤
務
面
か
ら
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
参
り
ま
す
。

１
．こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

  （
オ
フ
ィ
ス
施
策
）

（1） 

オ
フ
ィ
ス
照
明
の
照
度
ダ
ウ
ン
・

減
灯
の
実
施

（2） 

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施
期
間
拡
大

（3） 

エ
レ
ベ
ー
タ
稼
働
の
ミ
ニ
マ
ム
化

２
．さ
ら
な
る
取
り
組
み（
勤
務
施
策
） 

『
エ
コ
年
休
』の
実
施

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

本
社
・
支
店
・
研
究
所
に
お
い

て
、
指
定
年
休
を『
エ
コ
年
休
』

と
し
て
6
日
間
配
置
し
、『
エ

コ
年
休
』日
は
オ
フ
ィ
ス
の
空

調
・
照
明
を
停
止
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
夏
季
の
年
休
取
得
の

奨
励
を
強
化
し
ま
す
。

３
．節
電
効
果（
本
社
オ
フ
ィ
ス
の

場
合
）

こ
れ
ま
で
の
施
策
に
よ
り
、
対
前

年
同
月
で
△
20
％
程
度
の
節
電

を
実
現
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に『
エ

コ
年
休
』の
実
施
に
よ
り
△
5
〜

10
％
、
合
計
で
△
25
〜
30
％
の

節
電
を
目
指
し
ま
す
。

三村会長講演

技　術

技　術

製　品

国
際
海
事
展

「
バ
リ
シ
ッ
プ
２
０
１
１
」

に
出
展

日
本
初
の
水
素
燃
料
電
池

ス
ク
ー
タ
ー
実
証
試
験
を

開
始

世
界
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が

次
世
代
鋼
製
環
境
対
応
車

の
車
体
設
計
を
完
了

経　営

新
日
鉄
本
社
な
ど
に
お
け
る
夏
季
節
電
対
策
に
つ
い
て

スズキ（株）鈴木修会長兼社長（左）と
新日鉄 三村明夫会長
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新
日
鉄
の
連
結
子
会
社
で
あ
る
東

京
エ
コ
ン
建
鉄（
株
）と
持
分
法
適
用

会
社
で
あ
る
ジ
オ
ス
タ
ー（
株
）は
、

２
０
１
１
年
10
月
1
日
を
合
併
予
定

日
と
す
る
合
併
契
約
を
締
結
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
の

5
月
31
日
、
黒
崎
播
磨（
株
）は
イ

ン
ド
最
大
手
の
耐
火
物
製
造・販
売
メ
ー

カ
ー「
タ
タ
・
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
ズ（
Ｔ

Ｒ
Ｌ
）社
」を
子
会
社
化
し
た
。

黒
崎
播
磨
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
、

タ
タ
・
ス
チ
ー
ル
向
け
を
中
心
に
積

極
的
な
拡
販
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

今
回
の
子
会
社
化
で
、
イ
ン
ド
国
内

に
製
造
拠
点
・
営
業
体
制
を
確
保
す

る
こ
と
と
な
り
、
コ
ス
ト
競
争
力
と
お

客
様
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
、

成
長
著
し
い
イ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
お
よ

び
イ
ン
ド
周
辺
地
域
へ
の
耐
火
物
の
拡

販
を
狙
う
。
将
来
的
に
は
日
本
向
け

5
月
28
・
29
日
、
第
61
回
全
日

本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
が
愛
媛

県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
５
人
制
12

チ
ー
ム
で
争
う
男
子
第
一
部
で
新
日

鉄
柔
道
部
が
２
年
連
続
、
31
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
。

当
社
は
昨
年
の
全
日
本
選
手
権
を

制
し
た
高
橋
和
彦
選
手
を
け
が
で
欠

き
な
が
ら
、
準
決
勝
で
強
豪
の
旭
化

成
を
破
り
勢
い
に
乗
っ
た
。
決
勝
戦

は
昨
年
と
同
じ
く
日
本
中
央
競
馬
会

と
対
戦
。
1
対
1
で
迎
え
た
代
表
戦

で
、
吉
永
慎
也
主
将
が
身
長
差
20
セ

ン
チ
以
上
あ
る
立
山
広
喜
選
手
を
果

敢
に
攻
め
、
優
勢
勝
ち
を
収
め
た
。

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています
のでご参照ください。
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新
日
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株
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9月20日（火）／19:00
紀尾井ニュー・アーティスト・シリーズ
第23回　沓

くつの

野 勢
せ つ こ

津子（マリンバ）

レヴィタン：マリンバ・シングラー
フォウラー：ミチユキ、一柳慧：源流
ドビュッシー：「子供の領分」より
スティーブンス：リズミック・カプリス ほか

9月21日（水）／18:30
邦楽 華麗なる技
第1回　義太夫節：物語の浄化
「段切れ」の魅力
「絵本太功記」十段目、「菅原伝授手習鑑」桜丸切腹、
「摂州合邦辻」、「新版歌祭文」野崎村 ほか
竹本千歳大夫（浄瑠璃）、豊澤富助、
豊澤龍爾（三味線）、磯西真喜（聞き手）

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

　2008年からスタートした本シ
リーズもいよいよラスト2回。完
結の時を迎えて「ベートーヴェン
の真影」の全貌が明らかになりま
す。第7回では中期のソナタを取
り上げ、整然と構築された中に
潜むドラマ性をいかに引き出すか
が聴きどころです。そして第８回
では最初と最後のソナタを2曲ず
つ。ベートーヴェンがドイツ音楽
の伝統から得てきたもの、そして
次の世代へと譲渡したものを聴く、
最後にふさわしいプログラムです。

ペーター・レーゼル
ベートーヴェンの真影⑦⑧
ピアノ・ソナタ全曲演奏会

スケジュール

ペーター・レーゼル

⑦10月1日（土）／15:00
⑧      12日（水）／19:00

（⑦ １日）：ピアノ・ソナタ第24番、第25番、
　　　　　 第11番、第7番、第13番
（⑧12日）：ピアノ・ソナタ第2番、第31番、
　　　　　 第1番、第32番

ⓒYutaka Suzuki

黒
崎
播
磨（
株
）
総
務
人
事
部
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２
│
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２
４

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）は
、
建

築
分
野
の
空
間
構
造
用
接
合
用
鋼
材（
建
築

構
造
用
鍛
鋼
品
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
４
５
０
）に
つ
い

て
、
国
土
交
通
大
臣
認
定
を
取
得
し
商
品
化

し
た
。
同
商
品
は
、
同
社
が
扶
桑
機
工（
株
）、

宮
上
工
業（
株
）、
フ
ジ
イ
工
業（
株
）と
共
同

で
新
た
に
開
発
。
建
築
分
野
で
使
用
さ
れ
る

丸
鋼
な
ど
を
加
熱
・
鍛
造
し
て
製
作
す
る
接

合
用
鋼
材
で
、
任
意
形
状
に
対
す
る
鍛
鋼
品

の
材
料
認
定
は
、
国
内
で
初
め
て
。

5
月
25
日
、
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
株
）が
建
設
を
進
め
て
い
た
同
社「
北
九
州

技
術
セ
ン
タ
ー
Ｅ
館
」が
竣
工
し
た
。
建
物

の
省
エ
ネ
性
能
と
快
適
性
や
安
全
性
、
生
産

性
、
経
済
性
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
に
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
高
い
性
能
を
確
実
に
継
続
し

て
提
供
す
る
た
め
、
同
ビ
ル
を
実
験
・
実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
す
る
。
今
後
、
東

京
大
学
や
北
九
州
市
立
大
学
な
ど
と
連
携
し
、

グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
の
開
発
・

蓄
積
と
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

合
併
会
社
に
対
す
る
議
決
権
比
率
は

40
％
以
上
と
な
り
、
合
併
会
社
は
建

材
事
業
の
中
核
を
担
う
連
結
子
会
社

と
な
る
。
今
回
の
合
併
を
機
に
、
ト

ン
ネ
ル
覆
工
部
材（
セ
グ
メ
ン
ト
）事

業
の
さ
ら
な
る
基
盤
強
化
を
図
る
た

め
合
併
会
社
と
営
業
・
技
術
・
製
造

に
わ
た
る
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

の
安
価
耐
火
物
の
供
給
基
地
、
さ
ら

に
は
耐
火
物
原
料
の
調
達
拠
点
と
し

て
の
活
用
も
図
る
。

グループ

グループグループ

グループ

スポーツ

全
日
本

実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会

で
新
日
鉄
が
二
連
覇

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

グ
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
を
目
指
し
た

北
九
州
技
術
セ
ン
タ
ー
Ｅ
館
が
竣
工

建
材
事
業
を
強
化

東
京
エ
コ
ン
建
鉄（
株
）と

ジ
オ
ス
タ
ー（
株
）が
合
併

黒
崎
播
磨（
株
）が

イ
ン
ド
最
大
手
耐
火
物

メ
ー
カ
ー
を
子
会
社
化

代表戦で立山選手と組む吉永主将

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

が
国
内
初「
建
築
構
造
用
鍛
鋼
品
」

を
商
品
化

タタ・スチールとのTRL株式売買契約サイニング

北九州技術センターE館大スパン鉄骨事例（下関市川棚交流センター）
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